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は平成26年度のコンテストでの最優秀賞をはじめと
して，上位入選の常連となっています。この北海道
勢の強さには何か理由があるに違いありません。そ
れを探るべく，本誌編集事務局は同学院を訪問し，
受賞者と指導担当の先生へインタビューを行いまし
た。

2．北海道立札幌高等技術専門学院電子印刷科

電子印刷科は，「伝えるをつくる，技術者の育成」
をキャッチコピーに掲げ，普通課程の2年制で訓練
が行われています。世の中に出回っているポスター・
カタログ・チラシなど，様々な印刷物を制作するた
めの，企画からデザイン・出力データ作製・刷版・
印刷・製本まで一貫した印刷工程を実践的に学ぶこ
とができます。下図はポスター制作の実習成果です。
これは学院の進学志望者向け見学会を題材としてポ
スター制作が行われた例で，実際に広報に利用され
たものです。そのほか，学院のパンフレットを電子

1．はじめに

本誌では，例年，表紙デザインコンテストを開
催しています。これを受け，全国の多くの職業訓練
施設や工業高等専門学校等のデザイン系学科におい
て，本誌表紙デザインコンテストへの応募を題材と
したご指導をしていただいています。各施設からご
応募いただいた中から優秀な作品を選出し，その中
でも最も優れた作品が，翌年の表紙デザインとして
採用されます。

今年度のコンテストでは北海道立札幌高等技術専
門学院電子印刷科1年生の涌井天史郎さんの作品が
最優秀賞に選出され，その結果は本誌2016年4号で
お知らせしました。涌井さんの作品が今号から表紙
を飾っていますので，今一度表紙をご覧ください。
また，同学院はもう1名，坂田京介さんが優秀賞を
受賞しています。

北海道からは札幌，旭川の両学院から質の高い作
品を継続して応募いただいており，また，過去数年

「技能と技術」誌表紙デザインコンテスト
最優秀賞受賞者および指導者インタビュー

「技能と技術」誌 編集事務局

電子印刷科実習風景 ポスター制作課題
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－制作期間は？
（坂田）2週間くらいです。1年次の7月ごろに制作

しました。イラストレーターも使ったことがなかっ
たので，基本が全くない状態から制作が始まりまし
た。なので，最初は「技能」，「技術」などの意味そ
のものを調べるところからスタートしました。

－どうやってデザインができていくのですか？苦労
したところは？
（涌井）最初はやはりラフから入ります。濃淡や

光沢もない，ただ形だけを置いてみたというような
下書きをいくつも描きました。それで，これをイラ
ストレーターでデータ化していくわけですが，やっ
てみるとイメージとなかなかあわなくて。画面映え
しないというか。変更を試しても，なかなかうまく
いかないのですが何度もやって，でもときには成功
してというのを繰り返して地道に作っていきまし
た。

－でき上がったときには達成感がありますね。
（涌井）でき上がったときは達成感というか納得

感でしたね。これなら自分の作品として納得いくな
あと思えました。ただ，作品に対して自信があった
わけではありませんでした。周りのほうが受賞しそ
うだなと思っていました。坂田くんのほうが個性的
ですごいなあ，これは受賞もあるなと思ってました。
（坂田）本当に！？僕は逆にみんなと違った雰囲気

に仕上げたから全然自信がなかったよ。
（涌井）それが逆に斬新で人目を引くなと思って

印刷科の学生が企画・製作し，これをポスターと同
様に広報に利用するなど，実践的な取組みが行われ
ています。

3．受賞者インタビュー

今年度，札幌高等技術専門学院からは最優秀賞
と優秀賞の2作品が入賞されました。訪問当日には，
ご多用の中，足助学院長をはじめ，皆川科長，内田
先生ならびに1・2年生にも出席していただき，授賞
式も行いました。授賞式後，受賞者のお二人とご指
導いただいた内田先生にインタビューを行いました
のでご紹介します。

－受賞おめでとうございます。お二人はもともとデ
ザインに興味があったのですか？
（涌井）小さいときから絵を描くことが好きで，

特にロボットの絵をよく描いていました。実は小学
生の頃に，大手スーパーのデザインコンクールで入
賞したことがあるんです。そのコンクールの課題は，
自分の好きな文字を1文字使ってデザインを作ると
いったものでした。そういった経験もあってデザイ
ンを仕事にしたいという気持ちが強くなって，札幌
技専に進学しました。
（坂田）僕は逆に絵を描くのは元々得意だったわ

けではなくて，ただ，本や漫画がすごく好きなので，
将来は本を作る仕事がしたいと思って，ここへ進学
しました。電子印刷科ではデザインだけではなくて，
印刷や製本の技術を学ぶこともできるんです。

最優秀賞受賞の涌井さん

優秀賞受賞の坂田さん
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して表現するにはそぐわないものも含まれているの
で，そういったものをそぎ落としていきます。次は，
絞り込んだ言葉を，どのようにデザインとして表現
するか考えます。それを「形」として表現するのか，

「濃淡」として表現するのか，また「背景」にする
のか「メイン」にするのか，その辺の力関係をどう
やって表現するのか，また考えてもらいます。

言葉から「形」なり「濃淡」なりが出てきたら，
それらを組み合わせてラフを描いていきます。この
段階で，例えば奥行きを出すためには，遠近法とい
うものがあって，といったふうに様々な手法などを
授業の中で紹介していきます。このように言葉あり
きで考えていって，デザインを構成する要素すべて
に自分なりに意味があるという状態にするので，最
終的にはコンセプトにぶれがなくなると思います。

－涌井さんの作品に対する選考員のコメントとして
「コンセプトがデザインとしてちゃんと表現されて
いる，伝わってくる」というのがありました。それ
は言葉そのものを徹底的に考えてからデザインの要
素を作っていくというプロセスがあってのことだっ
たのですね。最初に言葉をたくさん挙げると，デザ
インにしたときに要素を詰め込み過ぎたりしないの
でしょうか。

ありますね。でもデザインの中には空いている
部分もやはり重要なので，せっかくひねり出した言
葉でも，むやみに配置してはうまくいきません。例
えば「のびのびとした」みたいなキーワードをコン
セプトに掲げているのに，空間が少なく窮屈で，全

たんだよね。そんなふうに，みんなと見せ合う中で
試行錯誤を重ねて，段々と完成度が上がっていきま
した。なので，ひとりで作業しても賞を取れるよう
にはきっとならなかったと思います。みんなのおか
げもあってできた作品です。

－今後エントリーする後輩にむけて一言
（涌井）やっぱり自分で納得のいく作品を作って

欲しいと思います。もちろん仲間と見せ合って，い
ろんな意見を参考にするのも良いのですが，最終的
には自分で自分の作品に納得した上で応募をして欲
しいと思います。それで受賞できなくても悔いるこ
となんてないじゃないですか。それより納得のいく
作品ができたってことを誇りに思えばいいんじゃな
いでしょうか。根気よく試行錯誤することで，納得
のいく作品を作ってください。

4．指導者インタビュー

－例年，質の高い作品を応募していただいてありが
とうございます。北海道は旭川技専も含めて受賞の
常連となっていますが，その秘密を教えてください。

秘密なんてないですよ（笑）特に変わったことは
していません。4月に入学してきたばかりの1年生が，
制作を開始する7月の段階ではグラフィックソフト
の基本的な操作しか学んでいません。そのため制作
するにあたり，習得した事のできる範囲で考えてし
まいがちです。しかし，発想したことは習得した事
では表現できないことがあります。自分ができる範
囲で発想するのではなく，発想した事をどうしたら
表現できるかという考え方が必要だと最初に伝えま
した。発想するうえで情報が必要になるため，「技能」

「技術」や「技能と技術」誌について調べ，そこか
ら意味や趣旨など語句の書き出しを行いました。書
き出した中から自分が表現したい語句は残し，その
残った語句から連想ゲームをやってみます。

例えば「技術」からは「腕」，「腕」からは「力こ
ぶ」といった具合に，関連する言葉を最初はとにか
くたくさん挙げて，そのあとで，出てきた言葉を並
べて俯瞰してみます。そうするとやはりデザインと 指導員の内田先生
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はずのパソコンに使われてしまい，アイデアや発想
を狭くしています。

アイデアやひらめき，自由な発想を生み出すには，
考えた事や思ったものを良否に関係なく紙に書く，
つまり手を動かす事が必要と考えています。紙に書
かれたものを見渡すことで，脳が物事を整理しやす
くなり，何かを生み出すきっかけになるのではない
でしょうか。

－こちらは立派な設備が揃っていて充実した訓練が
できそうですね。

そうですね。印刷機械は非常に高価なので，他
施設にはなかなかないですね。当科では印刷の企画
するところから始まって，デザインと印刷データを
作って，さらに印刷して製本して製品にするという，
印刷に関わる一通りのことが学べるというのが一番
の特徴です。

ものづくりの楽しさも辛さも知った上で，学院の
2年間を過ごして欲しいと思っています。それを1年
生のまだなにもわからない状態で，この表紙デザイ
ンコンテストで体験できるというのは，本当に良い
課題だと思います。このコンテストを通じて，作品
を生む苦しさというものも味わって，また次の課題
に挑んでいってもらえたらいいなと考えています。

－充実した設備で，指導にも熱が入るということで
すね。今回のインタビューを通して，北海道勢の強
さの秘密を知ることができました。今後も活躍され
ますようご期待いたします。

くのびのびとしていないものになっているとか。そ
うすると，そこは指摘をして，次はどうマイナスし
ていくかを考えられるようにアドバイスしていきま
す。

－もちろん答えは教えないですよね？
それだと私の作品になっちゃいますから（笑）

－それは根気のいる指導ですよね。先生はどう直し
たら良くなるのかわかっているのに，学生自身で気
づいてもらわないといけないわけですから。

そのための連想ゲームなんです。連想して言葉を
つないでいって，たくさんの言葉をあげておく。そ
の上で，じゃあこの言葉はどれを表すのか？どう表
現しているのか？と問いかけます。そうすれば学生
は自分で何を作りたかったのか，何を意味したかっ
たのかを考えるようになります。

とにかくデザインの中に意味のないものや説明で
きないもの，「なんとなく」というものは入れない
ようにと指導しています。言葉で説明できないもの
は必要ないものだから入れるなと言っています。そ
のためデザインの中にはすべて自分なりに説明のつ
く要素だけが残ることになります。

それと，ゼロの状態からなにか表現をしないとい
けないときに，いままでどんなものが市場に出てい
るのか，うけているのかは知識として整理しておく
必要があります。いま何が・どんな形が・どんな色
が流行っているという情報収集をして，いかに自分
のなかでまとめておくかってことが重要です。

－デザインというと，われわれ素人からするとパッ
と絵のアイデアをひらめくようなイメージを持って
しまいがちだと思うんですが，全然そんなことはな
いですね。

すぐにひらめく人もいると思いますが，ゼロベー
スのところから何かを生み出すには，下調べし，そ
こからラフスケッチを描き，制作するものの方向性
が間違っていないか確認するなど，試行錯誤するも
のではないかと思います。また，パソコンの前に座っ
て制作しながら考えていては，表現する道具である

右より足助学院長，涌井さん，坂田さん，
皆川科長，内田先生




